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令和５年３月定例会では、令和５年度予算や条例制定など55件（追加７件を含む）が提出され、審議の結果、
全議案が可決されました。
また、３件の陳情を審議、採択としました。
本定例会では、５名の議員が一般質問を行い、消防団の処遇改善などについて問いました。

■ 一般会計予算総額   40億8,600.0万円	（前年度比2.7%増）
■ 特別会計（12会計）予算額合計  17億3,098.4万円		（前年度比3.0%減）
■ 水道事業会計予算
　		収益的収入及び支出	 収入・支出	 	1億4,597.3万円	（前年度比４%増）
　		資本的収入及び支出	 収入	 	 4,400.4万円	（前年度比25.7%減）
	 支出	 	1億1,320.5万円	（前年度比21.8%減）

議案第 34 号　令和５年度天栄村一般会計予算についてPickUP!!

歳入歳出総額40億8,600万円

「旧羽鳥小学校施設解体工
事請負費 2,467.1 万円」は、
羽鳥小学校の校舎のみを解体
するということでしょうか。

「道路橋りょう費の中の工事請負費５,050
万円」は、どのような事業なのでしょうか。

「自主防災組織活動事業費補助金 100 万円」は、防災士等の
資格取得に対する補助とありますが、これは国・県からの指
導によるものなのか。また、実施する・しないは行政区判断
となるのでしょうか。

【総務課長】
現時点では、旧羽鳥小学校
の校舎部分を解体する予定で
す。

【建設課長】
工事請負費の内容ですが、2つあります。
1つ目の交通安全施設整備工事請負費は、村
道の外側線等の区画線の維持整備に 200 万
円。2つ目の維持工事請負費は、行政区の
要望等に対応するための維持工事費として
4,850 万円計上しております。

【総務課長】
こちらは、村独自の考えで行う事業です。また、将来的には、
全行政区に配置できればと考えており、徐々に増えていければ
と思います。
※防災士：防災の意識・知識・技能を有する人

熊田議員

大須賀議員

小山議員 QQ

Q

A
A

A

３月定例会［会期］３月７日～15日まで

新年度予算への質疑と答弁
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主な新規（◆）・拡充（◇）事業は、下記のとおりです。

新年度予算編成は、コロナ禍と国際情勢に伴う価格高騰、少子
高齢化・人口減少、防災対応機能の充実、あわせて第五次天栄
村総合計画に掲げる５つの基本目標のもと予算が組まれました。

令和５年度事業の予算内訳

◆ 子ども読書推進事業
20万円

　 →子どもが本に親し
む機会の向上を図る

◆ デジタル変革（DX）の推進
　 →DXの司令塔となる係
（企画政策課に情報政策
係）の新設、デジタル目安箱
の設置

◇ 水田利活用推進事業 730万円
　 →米価安定対策に係る飼料用米への助成、高収益作物への転換に向けた推進

◇ 天栄村サポーター事業補助金 180万円
　 →村の情報発信及びお得な特産品セットを活用し地場産業の振興を図る

◆ 創業等支援補助金 82万円
　 →村内に創業する事業者に対して、円滑な創業と継続的な経営を図るための支援

◇ 小規模事業者持続化等補助金 40万円
　 →補助金を活用し経営の改善、販路開拓を行っている小規模事業者に対する支援

◆ 介護職員養成事業補助金 　24万円
　 →介護人材の確保を図るため、介護職員

初任者研修に係る受講料の一部を補助

◆ 高齢者見守り訪問事業 　　83.2万円
　 →独居老人・高齢者世帯の訪問サービス

◆ 緊急防災・減災事業 6,000万円
　 →飯豊芹沢線ほか舗装補修工事

◆ 緊急自然災害防止対策事業 3,000万円
　 →大山線ほか舗装打換工事

◆ 除雪車整備事業 6,633万円
　 →ロータリー除雪車１台、除雪ドーザ1台

安全・安心な環境づくり

予算総額　9億198.4万円

地域を活かした
産業づくり

予算総額　4億1,098.8万円

みんなで支え合い築く
健康づくり

予算総額　5億7,243.7万円

未来につなぐ
村づくり
予算総額

5億443.5万円

心豊かな
人づくり
予算総額

3億866.8万円

補修予定箇所の一部

読み聞かせの会の様子
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【提案理由】
今回の改正は、物価及び燃料費等の高騰に伴い、在宅での介護は以前にも
増して厳しい状況となっていることから、在宅介護者の負担軽減及び激励を
図るため手当を引き上げるよう改正するものです。

介護者１人につき
⃝改正前：月額 13,000 円→⃝改正後：月額２万円

【提案理由】
現在建設中の農林水産物直売施設の陳列
棚等の備品の購入に対して議会の議決を求
めるもので、今回の購入物品は、農林水産物
直売施設で使用する備品 31 種類延べ 127
品を購入するもの。主に販売台、食堂用の椅
子、テーブル、ショッピングカート等です。

　⃝契 約 の 方 法：指名競争入札
　⃝契 約 金 額：1,334.3 万円
　⃝契 約 の 相 手 方：株式会社ニッセイ SI
　　　　　　　　　　	代表取締役　君島　敦

【提案理由】
今回の改正は、少子化対策や子育て支援の充実、感染症対策等の推進、医療費等の社会保障費の
適正化、個人番号制度の普及促進等、現下の重要課題に適格に対応するため、「住民福祉課」を「住
民課」と「健康福祉課」へ改編するものです。

新しいてんえいふるさと公園農林水産物直売施設

健康福祉課の窓口の様子住民課の窓口の様子

議案第 13 号　天栄村ねたきり老人等介護者激励手当に関する
　　　　　　　条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 20 号　財産の取得に関し議決を求めることについて

議案第５号　天栄村課設置条例の一部を改正する条例の制定について

在宅介護者へ手当額を引き上げ

てんえいふるさと公園農林水産物直売施設の陳列什器備品等を購入

「住民福祉課」を「住民課」と「健康福祉課」に改編

PickUP!!

PickUP!!

PickUP!!
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てんえいふるさと公園農林水産物直売施設防犯設備を設置すると思いますが、ここには
何箇所、カメラをつけるのか。また、それは赤外線対応のものか伺います。

【産業課長】
新しい道の駅に設置するカメラにつきましては、店内 3箇所、バックヤード 1箇所、ト
イレ側に 2箇所、駐車場に向かっているものが１箇所、入り口に１箇所で合計８台を設置
予定です。こちらのカメラは、赤外線パレットカメラということで、ある程度の暗視には
耐えられるものになっています。

熊田議員

議案第 24 号　令和４年度天栄村一般会計補正予算について

一般会計補正予算（第８号）の総額から
歳入歳出２億4,464.4万円を追加

Q

A

積 立 金 ⃝天栄村公共施設整備基金積立金…………………………………… 4億 3,900 万円

民 生 費 ⃝老人福祉創作センター床修繕工事請負費………………………………… 230万円

農林水産業費
⃝てんえいふるさと公園農林水産物直売施設防犯設備設置工事請負費……… …
………………………………………………………………………………………………… 192万円
⃝開発センター空調機等更新工事請負費……… …………………………… 179.3 万円

土 木 費 ⃝交通安全施設整備工事請負費… ……………………………………………… 300万円
⃝道路用地購入費…………………………………………………………………… 128.9 万円

増
額
補
正
の
主
な
も
の

【提案理由】
湯本デイサービスセンターの指定管理の指定期
間が令和 5年 3月 31 日で満了になるため、地方
自治法第 244条の 2第 6項の規定により議会の議
決を求めるものです。

　⃝管理を行わせる公の施設の名称：
　　湯本デイサービスセンター
　⃝指定管理者となる団体の名称：
　　社会福祉法人岩瀬福祉会　理事長　正木　正秋
　⃝指 定 期 間：
　　令和 5年 4月 1日から令和 8年 3月 31日まで 湯本デイサービスセンター

PickUP!!

議案第 21 号　湯本デイサービスセンターの指定管理者の指定について

指定管理者に（福）岩瀬福祉会を指定
PickUP!!

補正予算への質疑と答弁
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号 事 件 内 容 結果
諮
問 １ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 川崎雅子氏(再任)、瀬和妃予子氏(新任)

任期：令和5年7月1日から3年間
適格適任
と答申

議　
　
　
　
　
　
　
　
案

1 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 小針克也氏(再任)	任期：令和5年3月22日から3年間 同意

２ 天栄村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、地方公共
団体に委任された法定事項等について規定する 原案可決

３ 天栄村行政不服審査会設置条例の制定について 新たな個人情報保護制度における審査請求について調
査審議を行う審査会を設置するため 原案可決

４ 天栄村犯罪被害者等支援条例の制定について 犯罪被害者等基本法及び福島県犯罪被害者等支援条例
の趣旨に基づき、犯罪被害者等の支援を行うため 原案可決

６ 天栄村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 個人番号カードを利用し、コンビニエンスストア等で
印鑑登録証明書が取得できるよう改正 原案可決

７ 天栄村情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 公文書の開示義務に係る規定等について所要の改正 原案可決

８ 天栄村公共施設整備基金条例の一部を改正する条例の制定について 災害の応急対策、災害復旧その他災害対策事業に要す
る経費の資金として充てられるよう改正 原案可決

９ 天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

民法及び児童福祉法等の改正に伴い、所要の改正

原案可決

10 天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

11 天栄村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

12 天栄村特定教育・保育施設等の利用者負担等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 起点の変更に伴う村道一路線の廃止及び認定 原案可決
14 天栄村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 出産育児一時金の支給額の引き上げ	42万円→50万円 原案可決

15 天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 後期高齢者支援金等課税額の課税限度額の引き上げ等、
所要の改正 原案可決

16 天栄村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 道路法施行令の改正に伴い、道路占用料を改正 原案可決
17 天栄村消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 団員及び支援隊員の活動実態に応じた報酬、手当となるよう改正 原案可決
18 天栄村消防団活動支援隊設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
19 天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 村体育館への冷暖房設備設置に伴い、使用料の規定を追加 原案可決
22 村道の路線の廃止について 路線の終点変更に伴う、村道一路線の廃止及び認定 原案可決
23 村道の路線の認定について 原案可決
25 令和４年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 事業勘定歳入歳出1,034.9万円減額

診療施設勘定歳入歳出267.8万円追加 原案可決

26 令和４年度牧本財産区特別会計補正予算について 歳入歳出9.6万円追加 原案可決
27 令和４年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算について 歳出の補正 原案可決
28 令和４年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計補正予算について 歳出の補正 原案可決
29 令和４年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について 歳入歳49万円追加 原案可決
30 令和４年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について 歳入歳出3,315.8万円減額 原案可決
31 令和４年度天栄村介護保険特別会計補正予算について 歳入歳出3,080.6万円減額 原案可決
32 令和４年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について 歳入歳出39.7万円追加 原案可決

33 令和４年度天栄村水道事業会計補正予算について
収益的収入及び支出	 収入支出：173.6万円追加
資本的収入及び支出	 収入：69万円減額
　　　　　　	 支出：149.2万円減額

原案可決

35 令和５年度天栄村国民健康保険特別会計予算について 事業勘定歳入歳出6億6,229.7万円
診療施設勘定歳入歳出4,910.9万円 原案可決

36 令和５年度牧本財産区特別会計予算について 歳入歳出63.7万円 原案可決
37 令和５年度大里財産区特別会計予算について 歳入歳出27万円 原案可決
38 令和５年度湯本財産区特別会計予算について 歳入歳出25万円 原案可決
39 令和５年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算について 歳入歳出3,551.7万円 原案可決
40 令和５年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計予算について 歳入歳出1,297万円 原案可決
41 令和５年度天栄村農業集落排水事業特別会計予算について 歳入歳出2億530.1万円 原案可決
42 令和５年度天栄村二岐専用水道特別会計予算について 歳入歳出226.5万円 原案可決
43 令和５年度天栄村簡易水道事業特別会計予算について 歳入歳出2,524.1万円 原案可決
44 令和５年度天栄村簡易排水処理施設特別会計予算について 歳入歳出172.2万円 原案可決
45 令和５年度天栄村介護保険特別会計予算について 歳入歳出6億8,024.6万円 原案可決
46 令和５年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算について 歳入歳出5,515.9万円 原案可決

47 令和５年度天栄村水道事業会計予算について
収益的収入及び支出	 収入支出：1億4,597.3万円
資本的収入及び支出	 収入：4,400.4万円
　　　　　　　　　	 支出：1億1,320.5万円

原案可決

48 教育長の任命につき同意を求めることについて 長場壮夫氏（新任）	任期：令和5年4月1日から3年間 同意

49 天栄村議会議員及び天栄村長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について
選挙運動用自動車の使用に係る公費、ビラやポスター
作成に係る経費の限度額を改正 原案可決

50 天栄村行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について 村行政財産使用料の額等を改正 原案可決
発
議
案
１ 天栄村議会個人情報保護条例の制定について 天栄村議会における個人情報を保護し、自律的に共通

ルールに沿った適正な措置を講じる条例の制定 原案可決

３月定例会その他審議結果一覧表
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普天間基地周辺の子どもたちを取り巻
く空・水・土の安全の保障を求める意
見書について

福島県最低賃金の引き上げと早期発
効を求める意見書について

子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士
増員を求める意見書について

陳情書３件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において３件が採択となりました。

普天間基地周辺の子ども達が、日本の
他の地域の子どもと同じように安全・安
心に暮らせる環境を実現する必要がある
ため。

保育現場は、子どもの命と安全を守りながらその発達を保障
し、子育て家庭を支える重要な役割を担っているにも関わらず、
4・5 歳児の配置基準は、子ども 30 人に対し保育士 1 人のまま
70 年以上も改善がなく、社会全体が変化する中、現場に携わる
保育士の負担は増加する一方であり、改善が急務であるため。

新型コロナ感染症は、ワクチン接種も進み落ち着い
てはきたものの、ロシアのウクライナ侵攻の影響によ
り海外サプライチェーンの悪化が続き、物価高騰を余
儀なくされ、国民生活は逼迫状態に陥っている。

よって、経済・物価上昇に合った賃上げが必要で
あるため。

総 務 常 任 委 員 会

産 業 建 設 常 任 委 員 会

令和５年１月 26日に開会された第１回臨時会において、４議案について審議され、
原案どおり可決となりました。

案件 番号 事　　　件 内　　　容

議案

１ 天栄村農林水産物直売施設
設置条例の制定について

現在整備を進めている農林水産物直売施設「季の里天栄」につ
いて新たに設置条例を制定

２ 天栄村農林水産物直売施設の
指定管理者の指定について

指定管理者となる団体の名称：株式会社天栄村振興公社
指定期間：令和５年４月１日から令和８年３月 31日まで

３ 工事請負契約の一部変更に
ついて

てんえいふるさと公園整備事業農林水産物直売施設新築工事請
負契約の契約金額を 3億 8,775 万円から 3億 9,379.34 万円
に増額変更

４ 令和４年度天栄村一般会計
補正予算について

歳入歳出 3,321.2 万円追加
指定管理者の指定に伴う債務負担行為の設定、出産・子育て応
援交付金やふるさと納税費の増等

令和５年第１回臨時会の議案審議結果  期日：１月26日

【意見書の送付先】
　　内閣総理大臣・厚生労働大臣・福島労働局長

【意見書の送付先】
　　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・
　　内閣官房長官・外務大臣・防衛大臣・
　　環境大臣・文部科学大臣・厚生労働大臣・
　　内閣府特命担当大臣

【意見書の送付先】
　　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・
　　厚生労働大臣・文部科学大臣・内閣府特命担当大臣

採択
採択

採
択

３件の陳情を審査、３件の意見書を提出へ
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令和５年３月定例会の一般質問は、３月７日に行われました。
天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を 40分とした一問一答式
のスタイルをとっています。
質問内容は抜粋となりますので、興味のある方は、会議録をご覧ください。
（天栄村ホームページ等で公開しています）

大須賀…渓仁…議員………………………………………………… P91 9番

❶ 次期天栄村長選挙 出馬に向けての意思は
❷ 消防団の処遇改善へ

大浦…トキ子…議員……………………………………………… P102 3番

❶ 今年度の国保税について
❷ 墓地公園について

熊田　喜八…議員…… ………………………………………… P113 8番

❶ 少子化対策について
❷ 婚活支援について

渡部　勉…議員……………………………………………………… P124 7番

❶ 近年の移住相談及び定住者の実績はどのようになっているか
❷ 最近の有害鳥獣の捕獲状況について

円谷　要…議員……………………………………………………… P135 2番

❶ 村の入札制度について
❷ 補助金制度について

村
政
を 

問
う

村
政
を 

問
う
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村
長
に
就
任
し
12
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事

故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
村
の

先
頭
に
立
ち
着
実
に
復
興
の
歩

み
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
も
度
重
な
る
自
然
災
害
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る

物
価
高
騰
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経

験
の
な
い
対
応
を
求
め
ら
れ
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

様
々
な
施
策
を
実
行
し
村
民
を

守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
村
民
か
ら
続
投
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
思

い
を
受
け
止
め
て
次
期
天
栄
村

長
選
挙
に
お
い
て
立
候
補
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
村
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

今
日
ま
で
３
期
に
わ
た
り
天

栄
村
発
展
の
た
め
懸
命
に
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

多
方
面
か
ら
出
馬
要
請
や
後

押
し
の
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

皆
様
の
ご
意
向
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
熟
考
を
重
ね
ま
し
た
結

果
皆
様
の
熱
い
思
い
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
今
年
９
月
に
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
天
栄
村
長

選
挙
に
出
馬
表
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

激
動
す
る
社
会
情
勢
下
の
中

に
あ
っ
て
、
様
々
な
問
題
、
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
誠

心
誠
意
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
格
別
の
ご
指
導
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
答
弁
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

消
防
防
災
の
中
核
的
存
在
で

あ
る
消
防
団
で
あ
り
ま
す
が
、

団
員
の
人
員
不
足
が
生
じ
て
お

り
、
全
国
的
に
問
題
化
し
て
い

ま
す
。

団
員
定
数
の
見
直
し
や
、
処

遇
改
善
策
が
各
自
治
体
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
村
で
は
改

善
対
策
を
行
う
考
え
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

国
で
は
団
員
の
処
遇
改
善
を

図
る
た
め
、
令
和
３
年
に
「
非
常

勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
」

を
定
め
、
各
地
方
自
治
体
に
基

準
に
基
づ
い
た
処
遇
改
善
を
要

請
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
村

で
は
団
員
の
活
動
の
実
態
に
応

じ
た
適
切
な
報
酬
と
な
る
よ
う
、

本
定
例
会
に
団
員
報
酬
を
改
訂

す
る
議
案
を
上
程
し
、
ご
審
議
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
団
員
定
数
の
見
直
し
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
消
防
団

本
部
役
員
、
行
政
区
長
等
と
協

議
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

村消防団基礎訓練の様子

大
須
賀…

渓
仁…

議
員

一
般
質
問

9番

村
政
を
問
う

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長
❷
消
防
団
の

処
遇
改
善
へ

❶
次
期
天
栄
村
長
選
挙

出
馬
に
向
け
て
の
意
思
は
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村
は
積
立
金
を
活
用
し
て
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
す
る
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

①
「
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保

険
の
繰
越
金
」
は
い
く
ら
あ

る
の
か
。

②
２
月
28
日
現
在
の
「
国
保
積

立
基
金
」
は
い
く
ら
か
。

③
国
保
税
を
１
世
帯
当
た
り

１
万
円
引
き
下
げ
、
そ
の
不

足
分
を
国
保
基
金
か
ら
充
当

し
た
場
合
、
基
金
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
見
込
み
か
。

①
「
令
和
4
年
度
国
民
健
康
保

険
の
繰
越
金
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
だ
、
年
度
の
途
中
で

収
入
支
出
と
も
に
総
額
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
、
お
示

し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

②
「
2
月
28
日
現
在
の
国

民
健
康
保
険
基
金
の

額
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

1
億
１
，
７
４
２
万
３
，

８
５
７
円
で
あ
り
ま
す
。

③
「
充
当
後
の
基
金
残
高
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
1

月
末
日
現
在
の
国
保

加
入
世
帯
が
、
７
６
７

世
帯
で
す
の
で
、
減
じ

た
場
合
の
基
金
残
高

は
1
億
９
７
５
万
３
，

８
５
７
円
と
な
り
ま
す
。

1
万
円
を
引
き
下
げ
れ
ば
、

滞
納
者
が
減
る
と
思
う
の
で
、

引
き
下
げ
て
も
ら
い
た
い
。
国

保
税
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ

る
の
か
。

令
和
5
年
度
の
国
保
税
は
、

5
月
開
催
の
国
保
運
営
協
議
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
の
後

６
月
以
降
に
お
示
し
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

墓
地
公
園
に
つ
い
て
は
、
村

内
、
村
外
の
方
か
ら
の
購
入
者
が

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
令
和
５
年
２
月
28
日
現
在
に

お
い
て
、
墓
地
の
残
っ
て
い

る
区
画
は
４
平
方
メ
ー
ト

ル
、
６
平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ

れ
ぞ
れ
何
区
画
に
な
る
か
。

ま
た
、
金
額
は
い
く
ら
に
な

る
か
伺
い
た
い
。

②
墓
地
公
園
を
造
成
す
る
時
に

当
時
の
村
長
は
「
工
業
団
地

か
ら
通
れ
る
よ
う
に
道
路
を

作
り
ま
す
」
と
の
回
覧
を
回

し
ま
し
た
が
、
い
つ
頃
の
予

定
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

①
「
墓
地
の
残
区
画
数
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
4
㎡
の
区
画

が
12
区
画
、
6
㎡
の
区
画
が

１
４
５
区
画
で
あ
り
ま
す
。

　
　

永
代
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
4
㎡
の
区
画
は
、
村
内
の

方
が
13
万
２
千
円
、
村
外
の

方
が
14
万
５
千
２
百
円
、
6

㎡
の
区
画
は
、
村
内
の
方
が

19
万
８
千
円
、
村
外
の
方
が

21
万
７
千
８
百
円
で
あ
り
ま

す
。

　
　

さ
ら
に
、
管
理
料
と
し
て
、

4
㎡
の
区
画
は
年
２
千
円
、

6
㎡
の
区
画
は
年
３
千
円
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

②
現
在
、
村
が
保
存
し
て
い
る
墓

地
公
園
の
造
成
に
関
す
る
計

画
書
等
に
は
、
工
業
団
地
か

ら
の
道
路
整
備
計
画
は
記
載

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
回
覧
文
書
も
保
存
資

料
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

当
時
の
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
お
答
え

で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国保運営協議会の様子

大
浦…

ト
キ
子…

議
員

一
般
質
問

村
政
を
問
う

3番

❷
墓
地
公
園
に
つ
い
て

❶
今
年
度
の
国
保
税
に

つ
い
て

議 

員

議 

員

議 

員

村 
長

住
民
福
祉
課
長

村 

長
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岸
田
総
理
大
臣
は
、
異
次
元

の
少
子
化
対
策
を
す
る
と
国
会

で
発
言
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
昨
年
12
月
議
会
で
も
話

し
ま
し
た
が
、
約
10
数
年
前
に

当
村
で
も
少
子
化
対
策
の
た
め

に
、
約
１
，
６
０
０
万
円
の
議

会
費
を
減
額
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
使
い
方
に
つ
い
て
村

民
の
皆
様
方
に
分
か
り
や
す
く
、

詳
細
に
伺
い
た
い
。
な
お
、
過

去
10
年
間
の
資
料
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

過
去
10
年

間
の
少
子
化
対
策
等
へ

の
活
用
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
令
和
3
年
度
で

は
、
幼
稚
園
分
の
授
業

料
無
償
化
に
伴
う
授
業

料
減
収
分
に
４
０
０
万
、

学
級
増
加
に
伴
う
臨

時
職
員
人
件
費
増
員

分
に
３
２
３
万
円
預
か

り
保
育
負
担
金
減
収

分
に
２
８
８
万
4
千

円
、
こ
ど
も
医
療
費

に
係
る
村
負
担
分
に

６
２
５
万
4
千
円
、
合

計
１
，
６
３
６
万
8
千

円
に
充
当
し
て
お
り
ま

す
。
改
め
て
村
議
会
議

員
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

婚
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
何
度
も
質
問
い
た
し

ま
し
た
が
、
最
近
の
国
の
統
計

に
よ
る
と
、
50
歳
ま
で
に
結
婚

し
な
い
方
は
、
全
国
平
均
で
男

性
で
は
、
28
・
25
％
、
女
性
で

は
17
・
81
％
と
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
少
子
化
対

策
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、

婚
活
支
援
も
よ
り
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
村
は

今
ま
で
に
ど
の
よ
う
な

対
策
や
対
応
を
行
っ
て

き
た
の
か
伺
い
た
い
。

「
縁
結
び
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
設
置
し
、
個

別
に
未
婚
男
女
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
相
談
支

援
や
出
会
い
の
場
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
で
、
現
在
交
際
中

の
男
女
が
複
数
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
福

島
県
が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
、「
は
ぴ
福
な
び
」
へ
の

登
録
費
用
の
助
成
な
ど
の
婚
活

支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
令

和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
広
域

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
予
定

で
お
り
、
引
き
続
き
、「
縁
結

び
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
方
々

の
ご
協
力
も
得
な
が
ら
、
幅
広

く
出
会
い
の
場
の
創
出
を
図
り
、

未
婚
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

園庭で遊ぶ園児たち

縁結び応援サポーター研修会

❶
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

熊
田
　
喜
八…

議
員

一
般
質
問

8番

村
政
を
問
う

❷
婚
活
支
援
に
つ
い
て

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長
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近
年
は
ど
の
市
町
村
も
人
口

減
に
悩
み
、
移
住
相
談
窓
口
を

設
け
、
様
々
な
援
助
策
で
定
住

者
の
取
り
込
み
を
図
っ
て
い
ま

す
。
当
村
も
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
実
績
は
上
が
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

移
住
相
談
は
令
和
2
年
度

は
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
3
年
度
、
4
年
度
は
回
復・

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
相
談

内
容
は
移
住
後
の
生
活
を
見
据

え
た
相
談
が
増
え
、
1
件
あ
た

り
の
回
数
や
時
間
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

定
住
件
数
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

昨
年
度
は
落
ち
込
ん
だ

も
の
の
、
今
年
度
は
回

復
し
、
来
年
度
は
増
え

る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。（
表
参
照
）

今
後
も
、
様
々
な
媒

体
を
活
用
し
て
の
情
報

発
信
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
の
充
実
、
首
都
圏
で

の
対
面
相
談
、
移
住
体

験
ツ
ア
ー
な
ど
で
、
情

報
提
供
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
は
何

か
。

「
新
生
活
・
住
ま
い
づ
く
り
応

援
助
成
事
業
」
は
本
村
単
独
の

事
業
で
、
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、

更
に
充
実
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
時
減
少
気
味
だ
っ
た
有
害

鳥
獣
が
、
広
報
誌
等
で
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
う
が
、
現
状
は

ど
う
か
伺
い
た
い
。

捕
獲
頭
数
は
、
別
表
の
通
り

で
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
令
和
2
年

度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
本
年
度

も
昨
年
度
と
同
じ
く
１
２
０
頭

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ニ
ホ
ン

ジ
カ
は
捕
獲
頭
数
が
増
え
て
お

り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
毎
年
、

概
ね
15
か
ら
20
頭
程
度
の
捕
獲

数
で
す
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

年
齢
構
成
や
免
許
保
有
状
況
は
。

年
齢
は
43
歳
か
ら
82
歳
ま
で

15
名
で
す
。
25
歳
の
協
力
隊
の

方
が
１
名
退
任
し
ま
し
た
。
猟

銃
免
許
は
13
人
が
所
持
し
、
全

員
が
わ
な
の
免
許
を
持
っ
て
い

ま
す
。
実
施
隊
以
外
で
わ
な
の

所
持
者
は
47
人
で
す
。

こおりやま広域圏移住体験ツアー

渡
部
　
勉…

議
員

一
般
質
問

7番

村
政
を
問
う

議 

員

議 

員
村 

長

❶
近
年
の
移
住
相
談
及
び

定
住
者
の
実
績
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

議 

員

議 

員

村 

長
❷
最
近
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
状
況
に
つ
い
て

産
業
課
長

企
画
政
策
課
長

有害鳥獣捕獲頭数推移（R1~R4）
有害鳥獣 捕獲区分 捕獲頭数

R1 R2 R3 R4 合計

イノシシ

有害捕獲 134 322 58 83 760

狩猟捕獲 59 123 60 23 370

有害＋狩猟総数 193 445 118 106 1,130

ニホンジカ

有害捕獲 16 48 71 69 226

狩猟捕獲 32 20 52

有害＋狩猟総数 16 48 103 89 278

ツキノワグマ 有害捕獲 16 33 13 20 110

ハクビシン 有害捕獲 11 34 28 23 134

移住相談件数（二地域居住相談も含む）
年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

（2月末現在） 合計

件数 127 92 197 182 598

定住件数
事業名 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

（2月末現在） 合計

新生活・住まいづくり
応援助成事業

件数
（世帯数） 3 7 2 4 16

人数 10 23 4 12 49

空き家改修事業等
補助金助成事業

件数
（世帯数） 1 2 2 0 5

人数 4 5 3 0 12

合計
件数

（世帯数） 4 9 4 4 21

人数 14 28 7 12 61
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村
の
入
札
制
度
要
綱
に
つ
い

て
は
、
県
の
要
綱
を
参
考
に
村

独
自
の
要
綱
を
定
め
実
施
し
て

い
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。
村

独
自
の
要
綱
で
あ
れ
ば
村
内
の

業
者
に
対
し
入
札
金
額
を
緩
和

し
て
多
く
の
入
札
に
参
加
で
き

る
事
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
検
討
委
員
会
を

開
催
し
協
議
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

ま
た
、
入
札
制
度
要
綱
に
つ

い
て
、
県
議
会
議
員
に
確
認
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
各
自
治
体
に

合
っ
た
制
度
要
綱
を
作
成
す
る

こ
と
は
可
能
で
、
地
元
の
事
業

は
地
元
の
業
者
で
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

前
向
き
に
検
討
す
る
考
え
が
あ

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

本
村
で
は
、「
工
事
等
の
請
負

契
約
に
係
る
指
名
競
争
入
札
参

加
者
の
資
格
審
査
及
び
指
名
等

に
関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
、

事
業
者
の
経
営
状
況
や
経
営
規

模
、
技
術
力
な
ど
の
項
目
に
よ

る
客
観
的
評
価
に
よ
り
格
付
け

を
行
い
、
入
札
に
際
し
て
は
、

設
計
金
額
に
基
づ
く
発
注
基
準

に
対
応
す
る
格
付
け
事
業
者
を

選
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
県
や
近
隣
市
町

村
で
も
同
様
で
す
が
、
本
村
で

は
、
平
成
28
年
度
に
、
村
内
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
評

価
に
30
％
を
加
算
し
た
点
数
が

上
位
の
格
付
け
点
数
に
達
す
れ

ば
、
上
位
の
工
事
に
参
加
で
き

る
よ
う
要
綱
を
改
正
し
、
村
内

事
業
者
の
受
注
機
会
の
増
加
に

努
め
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
取

り
扱
い
を
継
続
し
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

①
農
業
関
係
の
補
助
金
の
種
類

は
何
種
類
で
、
現
在
補
助
金

を
受
け
て
い
る
団
体
の
数
と

個
人
は
何
名
か
。
ま
た
、
今

ま
で
補
助
金
を
受
け
た
方
は

事
業
計
画
を
作
成
し
申
請
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
村
で
は
実
施
状

況
、
収
支
等
の
提
出
を
受

け
、
毎
年
監
査
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

②
農
業
共
済
組
合
が
行
う
農
業

収
入
保
険
の
個
人
に
対
す
る

一
部
補
助
金
に
つ
い
て
村
も

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
県
も

推
奨
し
て
い
ま
す
。
県
は
新

規
加
入
者
だ
け
一
部
補
助
す

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
村
は

独
自
の
制
度
で
あ
り
ま
す
と

の
こ
と
で
し
た
。
独
自
の
制

度
で
あ
れ
ば
、
一
度
申
請
す

れ
ば
毎
年
村
の
税
金
が
個
人

の
収
入
の
た
め
に
補
助
す
る

こ
と
が
、
村
民
に
対
し
て
公

平
・
公
正
な
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

1
点
目
の
農
業
関
係
の
補
助

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
27

種
類
の
補
助
金
を
交
付
し
て
お

り
、
交
付
先
は
、
団
体
が
延
べ
54

団
体
、
個
人
が
延
べ
30
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
村
補
助
金
の
交
付
等
に
関
す
る

規
則
」
や
「
村
農
業
振
興
事
業

等
補
助
金
交
付
要
綱
」
等
に
基

づ
き
、
交
付
申
請
書
や
事
業
計

画
書
の
内
容
を
審
査
し
た
上
で

補
助
金
の
交
付
を
決
定
し
、
事

業
完
了
後
は
、
補
助
対
象
者
か

ら
の
実
績
報
告
に
基
づ
き
、
書

類
お
よ
び
現
場
で
の
検
査
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

２
点
目
の
「
農
業
収
入
保
険
加

入
促
進
対
策
事
業
補
助
金
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
然
災
害
や
価

格
下
落
に
よ
る
農
業
収
入
の
減

少
な
ど
に
備
え
、
農
業
者
自
ら
が

加
入
す
る
農
業
収
入
保
険
制
度

へ
の
加
入
を
促
進
す
る
た
め
、
国

お
よ
び
各
種
農
業
団
体
か
ら
の

要
請
も
あ
り
、
村
で
は
令
和
３
年

度
よ
り
交
付
し
て
い
る
も
の
で
、

保
険
料
の
う
ち
、
積
立
分
を
除

く
掛
け
捨
て
分
の
保
険
料
等
の

10
％
以
内
の
額
を
最
長
で
５
年

間
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

農
業
収
入
保
険
は
、
ほ
と
ん

ど
の
農
作
物
が
対
象
と
な
る
な

ど
有
効
な
制
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
今
後
も
加
入
促
進
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

円
谷
　
要…

議
員

一
般
質
問

2番

村
政
を
問
う

議 

員

村 

長

❶
村
の
入
札
制
度
に

つ
い
て

村 

長

議 
員

❷
補
助
金
制
度
に

つ
い
て
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今
年
は
例
年
に
な
い
暖
か
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。

３
年
以
上
も
続
い
て
い
る
コ
ロ
ナ

禍
も
感
染
者
が
減
少
し
て
お
り
、
規

制
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
屋
外
で
の

活
動
も
自
由
と
な
り
や
っ
と
平
常
の

生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
春
め
く

季
節
を
大
い
に
謳
歌
し
て
頂
き
た
い

で
す
。

湯
本
中
学
校
で
は
、
在
校
生
が
い

な
く
な
り
、
今
回
の
卒
業
式
を
も
っ

て
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。
閉
校
式
の

後
、
地
元
の
人
達
に
よ
っ
て
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
76
年
間
の
学
び
舎
と

思
い
出
を
後
世
に
繋
い
で
行
く
こ
と

を
固
く
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た

佐
藤
瑛
汰
君
と
星
葵
さ
ん
の
二
人
が

母
校
へ
の
愛
惜
と
自
分
達
の
思
い
出

を
綴
っ
た
詞
が
“
忘
れ
な
い
”
の
歌

と
な
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
二
人
の

素
直
な
気
持
ち
が
心
を
打
つ
素
晴
ら

し
い
歌
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

聴
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⃝

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
　
揚
妻　
一
男

　
　
副
委
員
長　
　
熊
田　
喜
八

　
　
委

員　
　
大
須
賀
渓
仁

　
　
委

員　
　
小
山　
克
彦

　
　
委

員　
　
円
谷　
　
要

　令和５年度の天栄中学校入学式は、マスクの着用なしで開催されました。
　また、来賓についても招待があり、保護者の方々を含め、久しぶりに盛大に祝福をすることが
できました。新一年生の皆さんは、厳かな式典に
緊張しながらも、立派な立ち振る舞いを見せてく
れました。天栄の子ども達の未来が明るいこと、
そして皆さんが逞しく成長されることを改めて願
う日になりました。

湯本中学校閉校式・閉校記念式典は、３月 13日㈪に湯本中学校体育館で行われ、服部議長をはじ
め、議員全員が来賓として出席しました。
閉校式では、服部議長が「本校の雄姿を深く心に刻むと共に、
その伝統と精神を長く後世へ伝えていただきたいと思います。
議会としても、この場所にさらに新たな価値や活力が生まれ
るよう取り組んで参ります。」と来賓あいさつを述べました。
最後に出席者全員で校歌を歌い、76年の歴史に幕を下ろし
た湯本中学校の最後の日を見届けました。

２月24日㈮、村商工会並びに村観光協会の令和５年度事業実施に伴う要望書が服部議長へ提出
されました。
村商工会からは「プレミアム付商品券発行事業」や「てんえい商工祭イベント事業」等の振興事

業にまた、村観光協会からは「泊ってエー
ルキャンペーン補助金」等の観光事業に対
し事業支援の要望がされました。
議会では、今後も村商工業・観光業の発
展のため、尽力して参ります。

服部議長があいさつを述べました

村商工会長らによる要望活動 村観光協会長による要望活動

村商工・観光業の支援へ

思いを繋げた 76 年間に幕

議会 議員・ の活動議会 議員・ の活動

令和５年３月13日▶湯本中学校閉校式・閉校記念式典

令和５年２月24日▶村商工会・観光協会要望活動
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